	対象教科・科目
	単位数
	学年・学級

	理科・化学Ⅰ
	３
	


１　学習の到達目標等
	学習の到達目標
	１化学の学習を通し化学的なものの見方や考え方を身に付ける。
２実験，観察を通して科学的に探究する能力を身に付ける。
３化学を理解することによって自然や地球環境を尊重する意識と態度を身に付ける。

	使用教科書・副教材等
	　Master化学Ⅰ（化Ⅰ０１９），センサー新編化学Ⅰ


２　学習計画及び評価方法等

	学
期
	学習内容
	月
	学習のねらい
	備　　考
	考
査
範
囲

	第
１
学
期
	オリエンテーション・序章

第１部　物質の構成
第1章　物質の構成
第1節　混合物と純物質

第2節 純物質と物質の三態

章末問題

第２章　物質をつくる粒子
第1節 原子の構造と電子配置

第2節 元素の性質と周期性

第3節 イオンからできた物質

第4節 原子や分子からできた物質

＜探究活動＞

①物質の構成粒子と電気伝導性

章末問題

第３章　物質の量
第1節 原子量・分子量・式量

第2節 物質量

第3節 化学変化とその量的関係

章末問題
　　＜探究活動＞

2 混合物の分離

3 未知の気体の分子量の測定

4 化学変化の量的関係

第2部 物質の変化
第１章　化学反応と熱

第1節 熱化学方程式

　　

第2節 ヘスの法則　

章末問題

第２章　酸と塩基
第1節 酸と塩基

第2節 水の電離とｐＨ

第3節 中和反応

章末問題

	
	「化学Ⅰ」についての学習の意義や内容，評価の方法を理解します。化学とその役割について考えます。


	「学習の手引」を利用します。
	第
１
学
期
中
間
考　査

	
	
	４


	· 物質の分類として混合物，純物質の違いや，純物質について単体，化合物の違いについて理解します。

· あらゆる物質は百十種ほどの元素によって構成されていることを学び，物質を構成する基本的な成分としての元素の概念を理解します。

· 物質の三態について学び，純物質の融点や沸点が一定であることを理解します。


	実験１

ろ過と再結晶

実験２

チョークの成分分析

実験３

硫黄の同素体

実験４

分子模型の製作

探究活動のレポートを提出します。

探究活動のレポートを提出します。


	

	
	第4節 
	５


	· 原子の基本的な内部構造を学び，原子の性質と結びつきについて理解します。

· 原子が陽子，中性子，電子などで構成されていることや，同位体および電子の配置について理解します。

· 周期表が周期律により配列された元素の表であることを理解し，族・周期等元素のグループについて学びます。

· イオン式とイオン結合，イオン結晶について理解します。

· 共有結合および金属結合の様式と表し方について理解します。

· 物質の電気伝導性と粒子の種類との関係について調べます


	
	

	
	第5節 
	
	· 
	
	

	
	第6節 
	
	· 原子，分子，イオンの質量は相対質量（原子量，分子量，式量）で表すことを学びます。

· 物質量の考え方としてアボガドロ数，物質の質量や体積等と物質量の関係を理解します。また，溶液の濃度の表し方を学びます。

· 物質の変化を化学反応式で表す事を学び，化学変化の量的関係について理解します。

· 混合物を，その性質から分離する方法について学びます。

· アボガドロの法則より，酸素ガスとの比でブタンガスの分子量を測定します。

· 反応の量関係を確かめます。

· 炭酸カルシウムと塩酸を反応させ化学変化の量的関係を確かめます。

· 化学エネルギーから，化学反応にともない熱の出入りがあることを理解し，また化学反応には吸熱反応と発熱反応があることを理解します。

· 熱化学方程式の表し方を理解し，いろいろな反応熱を使い熱化学方程式で表します。

· ヘスの法則を理解し，熱化学方程式が連立方程式のように扱えることから，直接測定の難しい反応熱を計算で求められることを理解します


	
	

	
	第7節 
	６

６


	· 
	
	

	
	第8節 
	
	· 
	実験１

反応熱の確認

実験２

酸と塩基の性質

実験３

ｐＨの測定

実験４

食酢中の酢酸の濃度測定
	第
１
学
期
期
末
考
査

	
	
	
	· 酸・塩基の性質や価数，また強弱と電離度の関係について理解します。

· 水の電離と，水素イオン濃度とｐＨの関係について学びます。また指示薬の役割について理解します。酸と塩基の中和について学び，中和滴定実験から中和の量的関係を理解します。

· 酸塩基の強弱と滴定曲線の関係について理解し，中和点での液性について理解します。
	
	

	
	
	７
	· 
	
	

	
	【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント１０枚程度。
２　実験レポート，探究活動レポート。

	
	【第１学期の評価方法】
１　中間と期末の定期考査の成績及び小テストの成績，実験レポート・探究活動レポートの提出状況とその内容等で評価します。
２　学期全体の評価は，定期考査の成績，実験レポート，その他，主体的な授業への取り組み等で総合的に判断して行います。


	第
２
学
期

	第３章　酸化還元反応
第1節 酸化と還元

第2節 酸化剤と還元剤

第3節 金属の酸化還元反応

第4節 電池と電気分解

章末問題

＜探究活動＞
①ヘスの法則の検証

②滴定曲線

③化学かいろの発熱のしくみ

④微量の還元剤の物質量

⑤ファラデーの法則

３部　無機物質
 第１章　非金属元素

第1節 周期表と元素の性質

第2節 水素と希ガス

第3節 ハロゲンとその化合物

第4節 酸素・硫黄とその化合物

第5節 窒素・リンとその化合物

第6節 炭素・ケイ素とその化合物

章末問題

第２章　金属元素

第1節　アルカリ金属とその化合物
第2節　２族元素とその化合物

第3節 アルミニウム・亜鉛

などとその化合物

第4節 遷移元素とその化合物

第5節 金属イオンの分離・確

認

章末問題

＜探究活動＞

①ハロゲンの性質

②アルカリ金属とアルカリ土類金

属の性質

③金属イオンの分離と確認　

第４部　有機化合物
第１章　有機化合物の特徴と構造

第1節 有機化合物の特徴と分類

第2節 有機化合物の分析

章末問題

第2章 脂肪族炭化水素

第1節 飽和炭化水素

第2節 不飽和炭化水素

章末問題


	９
	· 酸化と還元の実際について観察し，定義を理解します。

· 酸化数の考え方について理解します。

· 実際の酸化還元反応から酸化剤・還元剤の関係を理解します。

· 金属のイオン化傾向を理解し，金属の反応性について理解します。

· いろいろな電池の仕組みについて理解し，電気分解のしくみやファラデーの法則について学びます。


	実験５

酸化と還元

実験６

酸化剤と還元剤の反応

実験７

酸化還元反応の量的関係

実験８

金属のイオン化傾向と電池
	第
２
学
期
中
間
考
査


	
	
	
	· 水酸化ナトリウムと塩酸の中和を利用して，ヘスの法則を検証します。

· 表計算ソフトを使って，滴定曲線をグラフ化します。

· 鉄の酸化の実験から，化学かいろのしくみを調べます。

· 水溶液中の微量の還元剤の物質量を調べる方法を学びます。

· 水酸化ナトリウム水溶液を電気分解しファラデーの法則を確かめます。
	探究活動のレポートを提出します。

実験１

塩化水素の発生

実験２

二酸化硫黄の性質

実験３

アンモニアの発生と性質

実験４

酸化カルシウムと水の反応

実験５

アルミニウムの反応

実験６

Ｆｅ２＋とＦｅ３＋の反応

実験７

Ｃｕ２＋の反応

探究活動のレポートを提出します。

実験１

メタンの製法と性質

実験２

エチレンの製法と性質
	

	
	
	10
	· 
	
	

	
	
	
	· 周期表上での単体の特徴について理解します。

· 第3周期の元素の単体や化合物の性質の特徴について理解します。

· 水素と希ガスの単体の性質などについて理解します。

· ハロゲンの単体や化合物の性質や反応について理解します。

· 酸素・硫黄の単体や化合物の性質や反応について理解します。

· 窒素・リンの単体や化合物の性質や反応について理解します。

· 炭素やケイ素の単体や化合物の性質や反応について理解します。
	
	

	
	
	
	
	
	第２

学
期
期
末
考
査


	
	
	
	· アルカリ金属の単体や化合物の性質，製法について理解します。

· ２属元素の単体や化合物の性質を理解し，化合物の利用法などについても理解します。

· アルミニウムや亜鉛などの単体や化合物について理解し，また利用法などについても理解します。

· 遷移元素の単体や化合物について系統的に理解し，また金属イオンの検出法についても理解します。

・　ハロゲンの単体とその化合物の性質を理解します。

· アルカリ金属とアルカリ土類金属の性質を調べます。

· 金属イオンの分離と確認の方法について学びます。


	
	

	
	
	11

	· 
	
	

	
	
	12
	· 有機化合物の特徴や構造を理解し分類を学びます。また異性体や基や官能基について理解します。

· 有機化合物の成分元素の検出法や組成式や分子式の決定法について理解します。

· アルカンやシクロアルカンの構造や置換反応等について学びます。

· アルケンやアルキンの構造と付加反応について理解します。


	
	

	
	【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント１０枚程度を配布。
２　実験レポート・探究活動レポートなど。

	
	【第２学期の評価方法】
１　中間と期末の定期考査の成績及び小テストの成績，実験レポート・探究活動レポートの提出状況とその内容等で評価します。
２　学期全体の評価は，定期考査の成績，実験レポート，その他，主体的な授業への取り組み等で総合的に判断して行います。

	

	第
３
学
期

	第3章 　酸素を含む脂肪族化合物

第1節 アルコールとエーテル

第2節 アルデヒドとケトン

第3節 カルボン酸とエステル

章末問題

第4章 芳香族化合物

第1節 芳香族炭化水素

第2節 酸素を含む芳香族化合物

第3節 窒素を含む芳香族化合物

章末問題

＜探究活動＞

1 炭化水素の性質

2 サリチル酸の生成と反応

3 アニリンの性質とアゾ染料の合成

4 芳香物有機化合物の分離と確認
	１

	・　いろいろなアルコールやエーテルの性質や特徴などについて理解します。

· アルデヒドやケトンの構造や銀鏡反応，ヨードホルム反応など特徴的な反応について理解します。

· いろいろな種類のカルボン酸やエステルの性質や特徴について理解し，それらの利用について理解します。
	実験３

アルコールとエーテルの性質

実験４

アセトアルデヒドの製法

実験５

ヨードホルム反応

実験６

酢酸エチルの合成

実験７

ニトロベンゼンの合成

実験８

フェノールの性質

探究活動のレポートを提出します。


	学
年
末
考
査

	
	第5章 
	２
	· ベンゼンの構造について理解しその他の芳香族炭化水素の種類や置換反応，付加反応について学びます。

· フェノール類の性質や製法について学びます。また芳香族カルボン酸の利用法などについて理解します。

· アニリンやアゾ化合物の性質や利用，カップリングなどの特徴的な反応について理解します。

· 炭化水素の性質を調べます。

· サリチル酸の生成と反応について調べます。

· アニリンの性質を調べ，アニリンからアゾ染料を合成します。

· 複数の芳香族有機化合物の混合物からそれぞれを分離，確認する方法について理解します。
	
	

	
	【課題・提出物等】
１　授業の中で使用する補助プリント１０枚程度を配布。
２　実験レポート・探究活動レポートなど。

	
	【第３学期の評価方法】
１　定期考査の成績及び小テストの成績，実験レポート・探究活動レポートの提出状況とその内容等で評価します。
２　学期全体の評価は，定期考査の成績，実験レポート，その他，主体的な授業への取り組み等で総合的に判断して行います。

	【年間の学習状況の評価方法】
　関心・意欲・態度・判断・知識・観察実験技能・理解・思考等の観点から評価した第１学期の成績，第２学期の成績及び第３学期の成績を総合して年間の学習成績とします。


３．評価の観点，内容及び評価方法
	評価の観点及び内容
	評価方法

	関心・意欲・態度
	・自然の事物・現象に関心や探究心を持ち，意欲的に授業に参加して取り組んでいるか。
・実験に主体的に取り組んでいるか。
	・学習活動への参加の仕方や態度
・レポートの内容及び提出状況
・授業で使用するプリントの活用及び記入状況。

	思考・判断
	・実験の中で問題を見出し，取り組んでいるか。
・教師からの発問に対して自らの考えで実証的，論理的に答えているか。
・客観的な事実に基づいて現象を科学的に判断することができるか。
	・定期考査の記述や解答内容
・探究活動・実験レポートの内容（結果にもとづいた考察）
・授業で使用する学習プリントや課題プリントの記入状況
・発問に対する答えや発表の内容                                       

	観  察・実  験の
技  能・表  現
	・実験の方法を理解し，実験器具の正しい使い方をを身につけたか。
・自然界の事物現象について科学的に探究する方法を身につけたか。
・自らの考えを的確に表現することができたか。
	・実験中における器具の操作や方法
・適切な実験の手順や方法と観察，結果の整理
・定期考査の実験実施問題の解答
・授業で使用するプリントの記入内容


	知識・理解
	・実験等を通して自然の事物現象についての基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けているか。
	・定期考査
・演習，練習問題プリント
・実験，課題レポートの内容（学んだ知識の理解・整理）


４．アドバイス等
	確かな学力を身に付けるためのアドバイス
	・毎日の授業を大切にし，授業を通して科学的な見方や考え方ができるように自分の学習目標を設定して努力することが大切です。

・学習の予習復習は短時間で構いませんから確実に行いましょう。
・自分で考えたことや感じたこと，説明されたことをノートにメモし，整理して記入しておくと，後で役立つばかりでなく学習にも広がりが生まれます。
・各種レポートの作成においては，学んだことと記録，考察を対比させ，考察することが大切です。

	授業を受けるに当たって守ってほしい事項
	・教科書，プリント等の教材を準備し，忘れ物のないようにしましょう。
・学習の成果が認められるためには（単位の修得といいます），１年間授業にきちんと出席して，前向きに取り組むことが大切です。
・授業の中での説明をよく聞いて，特に実験などでは安全に留意し，協力して行いましょう。
・科学的に探究する力や態度を育てるためには，実験や観察を積極的に行うことが大切です。
　実験や観察を実施したら必ずレポートを作成して提出しましょう。

	その他
	・探究活動として，実験を行い，レポートの提出をしてもらいます。
・授業の中ではプリントや副教材を有効に活用します。
・身近な題材を例として多く取り入れ，化学現象を身近なものとして理解されるような授業を展開します。
・実験では身近な物質を多く取り入れます。


